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ワンランク上の暮らしを考える人の情報紙 日 月 火 水 木 金 土

クラッシーのバックナンバーがインターネットでご覧に

なれます。「デジタルシティやめ」→クラッシー→検索
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■
紫
苑
句
会

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
学
校
人
見
え
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中
サ
ト
リ

白
蓮
の
伝
え
の
渕
や
野
藤
咲
く　
　
　

牛
島　

景
子

衣
更
へ
心
の
内
の
と
き
め
き
ぬ　
　
　

堤　

多
鶴
子

行
き
あ
ひ
の
季
節
な
り
と
や
春
暑
し　

中
川
原
篤
子

木
蓮
に
届
き
さ
う
な
る
車
窓
か
な　
　

松
延
み
さ
と

整
地
待
つ
休
耕
田
の
草
青
む　
　
　
　

井
上
ト
シ
子

■
黒
木
町
く
す
の
実
句
会

マ
フ
ラ
ー
の
巻
き
方
に
知
る
風
邪
具
合　

吉
泉
守
峰

行
列
の
先
は
蒸
籠
の
蓬
餅　
　
　
　
　

寺
田　

睦
子

口
紅
も
時
に
春
色
さ
し
て
み
る　
　
　

松
尾
満
留
美

鯉
幟
今
年
で
三
年
元
気
で
す　
　
　
　

野
崎
万
智
子

前
向
き
の
老
境
文
学
お
ら
が
春　
　
　

青
木　

早
弓

気
紛
れ
な
風
の
い
た
づ
ら
花
筏　
　
　

松
尾
ア
サ
子

花
嫁
に
透
か
し
て
優
し
春
日
傘　
　
　

東
野　

蓉
子

■
睦
会

遠
足
の
列
新
任
の
教
師
ゐ
て　
　
　
　

伊
藤　

幸
子

強
弱
の
風
に
百
態
鯉
の
ぼ
り　
　
　
　

城
戸　

和
子

黄
ば
か
り
の
三
色
す
み
れ
咲
き
ほ
こ
り　

松
尾
美
喜

逆
光
へ
午
後
の
桜
ぞ
燃
え
立
て
り　
　

松
尾　

貞
義

儚
さ
や
散
り
つ
も
り
い
て
花
吹
雪　
　

大
田
眞
紗
子

散
る
花
や
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
の
予
約
席　

大
坪　

栄
子

ビ
ロ
ー
ド
の
波
の
う
ね
り
や
麦
青
む　

穴
見
ミ
キ
ヱ

■
ひ
ろ
か
わ
俳
句
会

鍬
先
に
あ
た
る
茗
荷
の
香
た
つ　
　
　

原
口
あ
つ
美

春
深
し
日
暮
れ
に
ま
だ
き
寺
の
鐘　
　

水
本　

辰
次

観
音
の
御
手
に
赤
糸
春
深
し　
　
　
　

水
本　

艶
子

乾
杯
の
ワ
イ
ン
に
と
け
し
深
き
春　
　

一
瀬
砂
智
子

春
深
し
高
良
大
社
の
二
の
鳥
居　
　
　

中
村　

良
郎

山
寺
へ
向
ふ
参
道
春
深
し　
　
　
　
　

酒
井　
　

司

春
深
し
今
日
の
始
ま
る
目
覚
め
か
な　

御
厨
と
み
子

花
筏
風
や
流
れ
に
身
を
ま
か
せ　
　
　

野
中　

勝
美

開
き
初
め
ち
ひ
さ
き
吐
息
紅
牡
丹　
　

青
木
佳
代
子

春
深
し
公
園
静
か
に
も
ど
り
た
り　
　

結
束　

節
子

■
立
花
俳
句
会

気
を
つ
け
の
号
令
な
き
も
土
筆
立
つ　

吉
泉　

守
峰

厳
か
に
神
酒
召
せ
式
や
藤
祭　
　
　
　

西
島
志
乃
芙

敷
き
つ
め
し
宴
の
茣
蓙
に
花
吹
雪　
　

中
村
テ
ル
ヨ

阿
蘇
五
岳
遠
く
に
眺
め
花
見
か
な　
　

武
田　

行
夫

春
雨
や
相
合
傘
の
閉
じ
し
ま
ま　
　
　

原　
　

宣
子

春
陽
来
て
庭
の
雀
の
砂
遊
び　
　
　
　

深
町　

和
子

紅
つ
つ
じ
二
世
紀
生
き
て
今
も
華　
　

平
田　

清
香

1
4月18日

先負

対：阪神 13：00
（タマスタ筑後）

全国人権擁護委員の日につき八
女市・筑後市・広川町でなんで
も人権相談所を開設します

8
25 日
仏滅

15
三りんぼう

赤口

22
9 日
先勝

対：中日 13：00
（タマスタ筑後）

29
16 日
友引

2
19 日
仏滅

永井龍雲ライブ
17：00 〜（おりなす八女）

対：阪神 13：00（タマスタ筑後）

八女上陽ホタルと銘茶まつり
〜 3 日㈰はステージイベントあり

（ほたると石橋の館）まつりは〜 5 日まで
絣の里巡り in 筑後 〜 3 日
　　　　（筑後市北西部地域）

9
26 日
大安

ソロプチミスト八女
チャリティ講演会
講師 木下比奈子先生

「弁護士が考える幸せ
な人生とは」

（14：00 〜おりなす八女）

16
3 日
先勝

人生史サークル黄櫨の会
（福祉会館）

23
10 日
友引

青木隆治ものまね集大成
となる最後のツアー
17：00 〜（サザンクス筑後）

対：中日 13：00
（タマスタ筑後）

30
17 日
先負

7
24 日
先負

対：広島 13：00
（タマスタ筑後）

14
5 月 1 日

大安

対：オリックス13：00
（タマスタ筑後）

21
夏至
赤口

28
15 日
先勝

6
芒種
友引

対：広島 13：00
（タマスタ筑後）

13
30 日
先負

対：オリックス13：00
（タマスタ筑後）

20
7 日
大安

無料弁護士法律相談
13：30〜（八女民主商工会）
要予約☎24-2727

27
三りんぼう

赤口

5
22 日
先勝

対：広島 13：00
（タマスタ筑後）

12
29 日
友引

対：オリックス13：00
（タマスタ筑後）

19
6 日
仏滅

26
13 日
大安

お風呂の日（特典あります）
（グリーンピア八女）（公園の宿）
（温泉館きらら）（べんがら村）

4
21 日
赤口

べんがらの日（べんがら村）
大浴場お一人様300円

11
入梅
先勝

新聞休刊日

18
5 日
先負

べんがらの日（べんがら村）
大浴場お一人様300円

25
12 日
仏滅

3
20 日
大安

対：阪神 13：00
（タマスタ筑後）

ホタル池と棚田の田園地帯
を巡る打越コース　先着20名
問い合せ☎0943-54-2211

（主催/八女市上陽咩さるこ協会）

17
4 日
友引

10
27 日
赤口

石坂団十郎＆小菅優
デュオリサイタル

15：00 〜（おりなす八女）

上陽さるこウォーク
（八女歩こう会）

24
11 日
先負

川中美幸コンサート
12：30〜・14：00〜（おりなす八女）

対：中日 13：00
（タマスタ筑後）

7

vol.247　

6 JUN

ク
ラ
ッ
シ
ー
文
芸

心配ごと相談（八女市）
八女市社会福祉会館　6月6日・20日
黒 木 町 ふ じ の 里　６月20日
上陽町地域福祉センター　６月27日
立 花 町 か が や き　６月13日

法律相談（要予約）
八女市社会福祉会館　６月８日
黒 木 町 ふ じ の 里　６月15日
上陽町地域福祉センター　６月22日

司法書士相談
黒木町ふじの里
　６月８日
八女市社会福祉会館
　６月15日

くろぎふるさと日曜市
　毎週日曜日

上陽ふるさと市
　毎週土曜日

▪
世
界
が
認
め
た
浮
世
絵
師 

鈴
木
春
信
が
九
州
に
や
っ
て
く
る

ボ
ス
ト
ン
美
術
館
浮
世
絵
名
品
展

会
期    

２
０
１
８
年
７
月
７
日(

土)

　
　
　

 　
　
　

    

〜
８
月
26
日(

日)

会
場　

福
岡
市
博
物
館

ボ
ス
ト
ン
美
術
館
が
所
蔵
す
る

世
界
最
高
峰
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
。

世
界
を
魅
了
し
た
春
信
の
色
、

華
や
か
な
浮
世
絵
の
歴
史
は
こ

こ
か
ら
始
ま
っ
た
。

■
ペ
ア
３
組
（
６
名
）
の
方
へ

招
待
券
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

ご
希
望
の
方
は
氏
名･

住
所･

TEL
・

ク
ラ
ッ
シ
ー
と
明
記
の
上
（
株
）
東
兄

弟
へ
ハ
ガ
キ
で
応
募
下
さ
い
。

　

６
月
10
日
締
め
切
り
。
応
募
多
数
の

時
は
抽
選
に
よ
り
ま
す
。
招
待
券
の
発

送
を
も
っ
て
発
表
と
し
ま
す
。

《伊達虚無僧姿の男女》
William Sturgis Bigelow Collection,11.19712
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西日本新聞をご購読のあなたにお届けしています

　

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
割
れ
目
の
過
酷

環
境
で
も
、
し
っ
か
り
と
根
を
張
り
、

逞
し
く
美
し
く
咲
く
花
の
生
命
力
に

驚
か
さ
れ
ま
す
。

　

花
の
命
は
短
い
が
、
そ
の
生
命
力

の
強
さ
に
、
私
達
も
生
き
る
元
気
を

貰
い
ま
す
。八

女
川
柳
会　

安
達
　
昇

今
月
の
川
柳

白し

ら

ゆ

り

百
合
色い

ろ

今
月
の
色視覚デザイン研究所

「和の色のものがたり」より

♫
匂
い
や
さ
し
い
白
百
合
の
～
。
昭
和
30
年
代
中
頃

紹
介
さ
れ
た
北
上
夜
曲
は
甘
く
せ
つ
な
い
青
春
の
愛

唱
歌
と
し
て
歌
声
喫
茶
な
ど
で
広
が
っ
て
い
っ
た
。

和
田
弘
＆
多
摩
幸
子
の
優
し
い
歌
声
は
戦
後
の
復
興

を
担
う
若
者
た
ち
の
淡
い
初
恋
の
思
い
出
と
重
な
っ

て
今
も
多
く
の
人
に
歌
わ
れ
て
い
る
。
川
地
民
夫
、

松
原
智
恵
子
主
演
に
よ
る
同
名
の
日
活
純
愛
映
画
に

胸
と
き
め
か
せ
た
記
憶
を
持
つ
同
輩
も
多
い
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
一
方
こ
の
曲
が
息
の
つ
ま
る
よ
う

な
戦
時
の
暮
ら
し
の
中
、
軍
歌
、
軍
曲
歌
謡
一
色
の

昭
和
16
年
に
生
ま
れ
、
口
か
ら
口
へ
と
密
か
に
歌
い

継
が
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
最
近
知
っ
た
。

い
つ
の
間
に
か
平
和
ボ
ケ
し
て
い
た
自
分
が
恥
ず
か

し
い
。

色
名
は
明
治
以
降
の
訳
語
。
白
百
合
は
聖
母
マ
リ
ア
の
シ
ン

ボ
ル
で
処
女
性
を
象
徴
し
て
い
ま
す
。

筑後市徳久

森口　容子

筑後市大字馬間田

井口　恭子

　

転
勤
族
も
親
の
介
護
も
終
わ
り
気
が
つ

け
ば
ア
ラ
傘
寿
。
子
供
の
誘
い
に
甘
え
終

の
住
処
と
し
て
、
四
国
か
ら
筑
後
に
越
し

て
来
た
の
が
昨
年
の
十
月
。
十
一
月
の
文

化
祭
で
い
ろ
ん
な
分
野
の
作
品
を
拝
見
し

た
中
で
、
観
音
様
の
絵
に
心
惹
か
れ
一
月

に
入
会
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
見
る
と
描
く
と
は
大

違
い
、先
輩
方
の
発
想
力
、

表
現
力
に
圧
倒
さ
れ
落
ち

込
み
ま
し
た
が
、
作
品
を

持
ち
帰
る
度｢

よ
く
出
来

ま
し
た｣

の
主
人
の
一
言
、

四
国
の
友
人
が｢

何
事
も

十
年
一
区
切
り｣

と
言
っ

て
く
れ
た
の
を
思
い
出
し

ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
と
開

き
直
り
、
優
し
い
先
生
や

先
輩
方
と
楽
し
ん
で
続
け

て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

  
教
師
道み

ち　

③

森
下
　
計
二

　

読
み
書
き
そ
ろ
ば
ん
…
は
、
教
育
の
要

で
あ
る
と
言
わ
れ
ま
す
。
私
が
教
室
で
一

番
力
を
注
い
だ
の
も
そ
れ
で
し
た
。
毎
日

の
よ
う
に
教
科
書
の
音
読
、
日
記
を
書
く

こ
と
、
計
算
ド
リ
ル
１
頁
分
を
宿
題
に
し

て
お
き
ま
し
た
。

　

日
記
は
「
心
ノ
ー
ト
」
と
い
う
タ
イ
ト

ル
に
し
て
、
一
日
に
一
言
、
一
文
で
良
い

か
ら
何
で
も
自
分
の
記
録
を
書
か
せ
る
よ

う
に
し
て
い
ま
し
た
。
一
学
期
の
始
め
は
、

子
ど
も
た
ち
は
本
当
に
短
く
し
か
書
い
て

き
ま
せ
ん
が
、
日
に
日
に
慣
れ
て
き
て
、

頁
の
半
分
と
か
１
頁
を
書
い
て
来
る
よ
う

に
育
ち
ま
す
。

　

き
ょ
う
だ
い
げ
ん
か
を
し
た
こ
と
や
、

親
に
叱
ら
れ
た
こ
と
、
祖
父
母
と
話
し
た

こ
と
、
友
達
に
い
じ
め
ら
れ
た
こ
と
な
ど

な
ど
、
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
や
悩
み
な
ど

を
書
こ
う
と
し
た
ら
自
然
に
長
文
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

　

あ
る
日
「
先
生
、
心
ノ
ー
ト
っ
て
、
心

の
音
と
も
言
え
る
よ
ね
」
と
、
あ
る
女
の

子
が
書
い
て
い
ま
し
た
。
両
親
の
仲
が
悪

く
て
、
連
日
夫
婦
げ
ん
か
を
布
団
の
中
で

聞
き
、
耳
を
ふ
さ
い
で
い
る
と
書
い
て
き

た
子
で
し
た
。
彼
女
の
日
記
に
は
、
不
安

に
お
び
え
る
文
字
が
並
ん
で
い
ま
し
た
。

　

私
は
赤
ペ
ン
で
、
返
事
を
書
き
ま
し
た
。

「
そ
う
だ
ね
、
君
の
心
の
音
、
ち
ゃ
ん
と
聞

こ
え
た
よ
」

　

私
は
、
父
の
日
の
懇
談
会
の
後
で
、
そ

の
子
の
父
親
に
残
っ
て

も
ら
い
、
話
を
し
ま
し

た
。
娘
の
心
を
知
っ
て
、

赤
い
目
を
し
て
帰
っ
て

行
っ
た
父
親
が
、
以
来

大
き
く
変
わ
っ
て
く
れ

た
の
で
し
た
。

野鳥ウォッチング　�
キジ（オス）

　キジは春になると、目のま
わりの赤いひふが一段と目立
つようになります。
　開けた場所で ｢ケーンケー
ン｣ と高い声で鳴き、羽をバ
サバサッと震わせる光景を目
にすることがあります。

矢部村　栗原　浩暢

　　　炉端焼　一　八
　かつて土曜夜市で賑わった福島清水町商店街の東の入り口に開店した炉端焼
一八さんは、炭び焼きとりすぐるさんの２号店となる。店主の井上卓さんは沈
滞する商店街に少しでも活気を取り戻したいと語る。カウンター 10 席、広間
に個室が３部屋、優に 50 名は収容できそう。
　独自のルートで仕入れる青森産の帆立てに自信があるという。海老、貝３点
盛８８０円、野菜盛６８０円はおすすめ。焼野菜や魚介、肉類のメニューも豊
富。コースはお手軽２，６００円、満腹３，０００円で、いずれも前日迄に要予
約。１，５００円プラスで飲み放題もつけられる。
　豪快な屋号の由来を尋ねると、ご両親 ( 一夫さん、八千代さん ) の名前から
一字ずつ貰ったとか。焼きとりすぐるは店主の名前をストレートに使用してい
る所に、仕事にかける決意と自信が感じ
とれる。元気な八女の町の復活を願う店
主の夢の実現を期待したい。

　　　八女市本村土橋四ッ角西
　　　☎０９４３- ２４- ６８００
　　　営業午後５時３０分〜１２時
　　　(OS 午後 11 時 ) 水曜店休

＊このクーポン券１枚につきお１人様

１杯目のドリンク無料サービス
H30 年 6 月末迄有効 海老、貝３点盛

　

小
学
生
の
頃
か
ら
習
字
は

好
き
で
し
た
。
五
年
前
、
サ

ン
コ
ア
で
習
字
教
室
が
始
ま

る
と
同
時
に
入
会
し
ま
し

た
。
グ
ル
ー
プ
名
は
、
筆
恋

来
で
す
。

　

永
田
一
晴
先
生
の
優
し
い

ご
指
導
の
下
で
練
習
し
て
い

ま
す
。
月
に
二
回
の
教
室
で

す
が
、
皆
さ
ん
と
お
会
い
し

て
、
お
し
ゃ
べ
り
出
来
る
の

も
楽
し
み
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

毎
日
硬
筆
と
毛
筆
を
し
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
は
自
分
の

た
め
で
す
。
指
先
を
動
か
す

こ
と
で
、
ボ
ケ
防
止
に
も
な

る
そ
う
で
す
。
バ
イ
ク
で
サ

ン
コ
ア
ま
で
行
け
る
限
り
、

頑
張
っ
て
続
け
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

翔
の
字
は
ひ
孫
の
名
前
で

す
。
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西日本新聞筑後八女地区エリア情報紙

　　　　今年もレンゲが満開　　　　　　　　　八女農業高等学校

　本校、生産技術科、茶作専攻では水稲を用いて持続可能な農業に取り組ん
でいます。イネの収穫後、レンゲ草の種をまき、４月に開花、田植え後にア
イガモを入れ、有機栽培（有機質肥料・無農薬栽培）に取り組んでいます。
　レンゲ草は空気中の窒素を固定し、水田にすき込むことにより有機質肥料
となり、アイガモは雑草を食べ、排せつ物が肥料となります。10 月にはレ
ンアイ米という学校ブランド米が誕生します。学校みらい館、道の駅たちば
な、べんがら村で販売しています。

（この写真は、未来の農業のあり方を学習する為に導入したドローンで撮影
しました）

６月の校内販売所（みらい館）の開館日
１日（金）、５日（火）、８日（金）、12日（火）、15日（金）、19日（火）、22日（金）、
26日（火）、29日（金）
販売時間は、10時30分〜15時30分です。
多くの皆様のお越しを心からお待ちしています。

呟き

素
敵
な
雨
宿
り

　
　
　
　

天
気
予
報
を
無
視
し
傘

　
　
　

を
持
た
ず
に
出
か
け
た
日

の
こ
と
。
駅
に
降
り
立
つ
と
外
は

激
し
い
雨
。

　

雨
は
足
元
か
ら
も
立
ち
上
る
勢

い
で
、
目
と
鼻
の
先
に
あ
る
デ

パ
ー
ト
ま
で
行
く
こ
と
す
ら
躊
躇

し
た
。

　
「
通
り
雨
で
す
よ
。
少
し
待
て

ば
上
が
り
ま
す
よ
」
声
の
主
も
降

水
確
率
30
％
を
甘
く
見
た
人
ら
し

い
。

　

雨
は
や
む
気
配
も
無
く
雷
ま
で

鳴
り
出
し
た
。

　

同
年
齢
と
思
し
き
婦
人
と
私

は
、
駅
中
の
ス
タ
バ
で
コ
ー
ヒ
ー

を
飲
み
な
が
ら
久
々
の
雨
宿
り
。

　

そ
の
人
は
雨
宿
り
の
語
源
を
教

え
て
く
れ
た
。

　

高
橋
こ
う
じ
著
の
「
日
本
の
言

葉
の
由
来
を
楽
し
む
」
を
バ
ッ
グ

か
ら
取
り
出
し
、「
ほ
ら
、
こ
こ

に
書
い
て
あ
る
」
と
、
ち
ょ
っ
と

得
意
げ
に
語
っ
た
。

　

汽
車
も
車
も
無
い
時
代
、
人
が

歩
い
て
旅
を
し
た
こ
ろ
、
雨
が
降

る
と
、
濡
れ
て
体
調
を
崩
し
た
り
、

泥
道
で
転
ぶ
の
を
避
け
る
た
め

に
、
旅
人
は
近
く
の
宿
場
で
宿
を

取
っ
て
休
ん
だ
。

　

雨
宿
り
の
「
宿
り
」
と
は
、
旅

先
で
の
宿
泊
と
言
う
意
味
。

　

女
性
の
話
を
聴
き
な
が
ら
、
私

は
時
代
劇
で
お
馴
染
み
水
戸
黄
門

が
、
旅は

た
ご籠
に
泊
ま
っ
て
雨
の
止
む

の
を
の
ん
び
り
と
待
つ
場
面
を
思

い
出
し
て
い
た
。

　

天
気
予
報
は
驚
く
ほ
ど
正
確
に

な
り
、
バ
ッ
グ
に
は
い
つ
も
携
帯

の
傘
。
雨
宿
り
す
る
こ
と
も
滅
多

に
無
く
な
っ
た
。

　

い
つ
の
日
か
「
雨
宿
り
」
の
言

葉
す
ら
人
の
記
憶
か
ら
消
え
て
し

ま
う
の
だ
ろ
う
か
。

　

同
じ
軒
下
で
雨
の
止
む
の
を
待

つ
間
、
見
知
ら
ぬ
女
性
と
素
敵
な

時
間
を
共
有
し
た
私
。

「
雨
宿
り
」
そ
の
風
情
と
共
に
残

し
た
い
言
葉
だ
。　
　
　
　

夏
生

● 便　秘 
　一般に、口から胃に入った食物は小腸で消
化・吸収されたあと、右下腹部の盲腸から上、
横、下と、逆 U 字形に走行する大腸へと雪崩
れ込みます。
　この大腸のなかで食物が消化・吸収される
ことはほとんどありませんが、水分だけは別
で、大腸で吸収されます。こうして小腸から
送られてきた食物は、便に近い固形物に変えられながら肛門の方へと運ばれ
ていくのです。従って、大腸に炎症が起きるなどして大腸の粘膜が傷つけら
れると水分が吸収されず、水を含んだ便となって激しい下痢を起こすことに
なるのです。
　これに対して「便秘」は、特に大腸の疾患がなくても起きます。これは大
腸の緊張減退によるものと緊張亢進による便秘の二つに大きく分れますが、
女性に多いのは前者の緊張減退性便秘です。痩せた無力性体質や、肥った人
にも見られるのですが、もともと大腸が緩んで動きが弱いためです。さらに
女性の場合は、羞恥心から便意をこらえているうちに習慣性の便秘になって
いる人も多いようです。
　逆に、緊張亢進性便秘は心理的な原因が関係していることから神経質な人
に多く見られます。これは大腸や肛門の周りの神経は自律神経と密接に関係
しているためで、お尻といっても、見た目よりはるかにデリケートなのです。
　こうした便秘の治療には、下剤を使うよりも規則正しい生活を心がけ、大
腸の動きを刺激する繊維性の食物を多く摂るなど、日々の生活習慣で治すの
が好ましいと言えます。
　また、朝起きるとともに冷たい水や牛乳を飲むといった工夫も大切です。
こうして大腸を動かし、朝のうちに排便を済ませておくことは、一日中、腸
のなかをスッキリとさせておく意味からも好ましいことであり、お尻もその
ように躾けるのです。
　いずれにせよ、便は体の調子を示す重要なバロメーターであり、これが順
調であれば健康で美しい肌も保たれます。ときどきトイレのあとで、自分の
便をよく見て、日々の生活を考え直してみることも必要です。

姫野病院：松浦　緑郎
（健康管理士一般指導員）

健康よもやま話　�

八女市宅間田

大田　眞紗子

　
は
つ
ら
つ
と
　
絵
手
紙
か
い
て
　
花
だ
よ
り

　

二
年
位
前
に
友
人
か
ら
頂
い
た
ク
リ
ス
マ
ス

ロ
ー
ズ
の
花
が
今
年
咲
き
ま
し
た
。
嬉
し
く
な

り「
こ
ん
な
き
れ
い
な
色
の
花
が
咲
い
た
よ
」と
、

絵
手
紙
に
し
て
送
っ
た
ら
早
速
「
絵
に
書
い
て

く
れ
て
有
難
う
ね
」
と
明
る
い
声
が
届
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら

も
知
人
の
皆
さ

ん
に
お
便
り
し

た
い
と
思
い
ま

す
。
教
室
の
皆

さ
ん
方
の
個
性

的
な
絵
を
見
る

の
も
楽
し
み
の

ひ
と
つ
で
す
。

又
自
分
も
、
学

び
、
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

三徳の家庭菜園  ㊸

●５月上旬に定植したばかりの赤シソ苗。
   ※２株を１カ所に植えると、欠株にもなり  
　　難い。

●成育中の赤シソ。
　※草丈が 70 ～ 90㎝ほどに達した頃　
　　が抜き採り収穫の適期。

【赤シソ】　～～漬け物や加工用に重宝な野菜～～
　赤シソ（紫蘇）は、中国中南部からヒマラヤを原産とするシソ科
の一年草です。日本には縄文時代に渡ったと言われ、長く栽培・利
用されてきた香辛野菜の一つです。
　赤シソの色素；シソニンは、酸と反応することで鮮やかな赤色に
なる特徴があり、梅干しやジュース等の加工用に重宝です。シソニ
ンには、体内で作られた活性酸素を除去する強い抗酸化作用があり、
動脈硬化の予防やアンチエイジングの効能が期待できるそうです。
　赤シソは、土地はあまり選ばずどこでも良く出来ますが、比較的
多湿を好む作物のため半日陰で乾燥害の出ない場所が適します。栽
培は、堆肥のほかに基肥を成分量でＮ；15 〜 20kg、Ｐ 15 〜 20kg、
Ｋ 15 〜 20kg ／ 10 ａを目安として施し、自然に生えてきた苗でも
良いですが４月に播種した苗を、本葉３〜４枚の頃に株間 15 〜 20
㎝、条間 40 〜 60㎝で一カ所に１〜２株を植え付けます。マルチを
していなければ定植後は除草に努め、20 日後頃に１回目の追肥（化
成肥料を１株当たり 15 〜 30g）を施して中耕・土寄せを行います。
その後は生育を見ながら２回目の追肥はさらに 20 日後頃に施しま
しょう。なお赤シソ栽培で、草丈が 15 〜 20㎝の本葉５〜６枚頃に
摘心し、わき芽を多く生育させると収量を増やすことが出来ます。
収穫は、本葉が 10 枚以上になったら下の方から順次葉を摘み取るか、
草丈が 70 〜 90㎝に達したら株ごと抜き採り収穫します。収穫した
葉は、乾燥させてふりかけにしたり、煮だしてジュースにと利用の
幅を拡げて欲しい野菜です。　　福岡県農業大学校　嘱託　林　三徳
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西日本新聞をご購読のあなたにお届けしています

■
筑
後
俳
句
会

山
峡
の
空
の
せ
ま
し
と
鯉
の
ぼ
り　
　

浅
田
つ
き
子

雨
や
風
耐
え
抜
き
し
か
と
麦
は
穂
に　

井
口
登
美
子

源
平
の
地
に
琵
琶
の
音
や
桜
散
る　
　

猪
田　

時
恵

花
筏
乙
女
の
想
ひ
浮
か
べ
つ
つ　
　
　

有
働　

国
子

春
愁
や
平
家
女
官
に
心
寄
す　
　
　
　

江
崎
か
を
り

桜
散
る
蘇
我
の
馬
子
の
石
舞
台　
　
　

大
鶴
恵
美
子

百
花
繚
乱
数
多
の
蜂
が
乱
舞
す
る　
　

貝
田
ち
づ
み

佐
保
姫
の
輿
入
れ
百
花
総
立
ち
に　
　

城
戸　

真
子

■
上
陽
町
陽
泉
俳
句
会

遠
ざ
か
り
な
ほ
聞
こ
え
く
る
卒
業
歌　

吉
泉　

守
峰

つ
き
ま
と
ふ
貧
と
文
学
啄
木
忌　
　
　

荒
川
ミ
ヤ
子

金
色
の
独
楽
舞
ふ
ご
と
く
竹
の
秋　
　

倉
ノ
下
和
代

雨
粒
に
苗
物
札
の
打
た
れ
を
り　
　
　

大
坪　

清
香

池
の
面
の
花
筏
避
け
あ
め
ん
ぼ
う　
　

中
村　

境
子

白
糸
草
右
に
左
に
拗
ね
て
咲
く　
　
　

大
坪　

延
子

落
葉
敷
く
く
ぬ
ぎ
林
の
新
樹
光　
　
　

城
後　

正
子

■
立
花
短
歌
会

早
や
ば
や
と
ひ
ば
れ
迎
え
て
宮
参
り
孫｢

幸
亮｣

よ

健
康
に
育
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樋
口　

愛
子

乗
り
か
え
の
時
刻
表
手
に
旅
に
出
る
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ

ス
満
開
の
花　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
島　

睦
美

だ
ら
だ
ら
と
時
間
を
費
や
す
ば
か
り
な
り
森･

加
計

審
議
は
遅
遅
と
進
ま
ず　
　
　
　
　
　

田
中
た
つ
じ

学
び
舎
は
時
の
流
れ
に
消
え
去
り
ぬ
た
だ
セ
ン
ダ
ン

の
大
樹
残
し
て　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
中　

裕
政

チ
ュ
ウ
リ
ッ
プ
桃
に
桜
に
藤
れ
ん
げ
今
年
の
花
は
同

時
に
咲
い
た　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鶴　
　

邦
子

ひ
と
振
り
を
損
じ
鍬
に
て
傷
つ
け
る
太
き
竹
の
子
に

ご
め
ん
と
詫
び
る　
　
　
　
　
　
　
　

井
上　
　

精

平
安
の
昔
か
ら
な
る
古
寺
古
刹
時
代
を
経
て
も
魂
の

ふ
る
さ
と
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鶴　

隆
治
郎

生
き
る
こ
と
思
う
よ
う
に
は
い
か
ず
と
も
時
重
ね
来

て
六
十
路
楽
し
む　
　
　
　
　
　
　
　

櫻
木　

敦
子

さ
く
ら
花
咲
く
を
待
た
ず
に
逝
き
し
人
時
は
流
れ
て

今
は
葉
ざ
く
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
尾
ミ
サ
キ

時
季
早
め
施
設
に
育
っ
た
野
菜
類
遠
の
く
旬
の
味 

季
節
感　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

泰
州

ク
ラ
ッ
シ
ー
文
芸

立花町白木

平　久子

第 34 回八女茶で健康 冷たくておいしい茶を楽しもう
　暑い季節となってきました。最近、冷やして飲む緑茶の話題が多く出ています。
　お茶屋さんでも、「水出し緑茶」、「冷茶用緑茶」、「アイスティ用緑茶」等種類
を増やし、ティ－パック入りで手軽に楽しめるようにされています。
　普段、茶袋や茶缶に入っている家庭の緑茶で冷茶を作ってみてはいかがで
しょうか。
　①冷たい水５００ｍｌをティポット等に注ぎます。
　②お茶１５ｇをパックに入れます。パックのサイズは、１１０ｍｍ×１１０ｍｍ
　　程度のものが売ってあります。このサイズの 1 袋パックにお茶を入れる量は、
　　最大２０ｇが限界だと思っています。２０ｇより多い場合は、パックがパンパ
　　ンになり、うまく出せない時があります。
　③お茶の入ったパックをティポットに入れ、スプーンなどでティ－バックを
　　押さえお茶の味と香り、水色を出してください。
　④冷蔵庫に入れ、1 時間程度浸出します。
　　出にくい時はもう少し長く置くか、少しかき混ぜます。
　⑤また、一晩そのまま水に浸したままでもおいしく飲めます。
　ペットボトルのお茶は、おおむね、この作り方より３分の 1 ほど茶の使用量
が少なめに作られますが、家庭で作る場合は、少し濃いめで作ります。
　家庭用冷蔵庫で、いつもおいしい冷茶を楽しんでみてはいかがでしょうか。

福岡県茶生産組合連合会事務局長　仁田原　寿一　

水
墨
画
を
月
二
回
、
立
花
町

公
民
館
で
橋
爪
先
生
に
指
導
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
先
生

は
各
地
の
美
術
展
で
入
賞
さ
れ
、

絵
も
沢
山
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

｢

書
は
見
る
も
の
、
絵
は
読
む

も
の｣

と
聞
い
た
事
が
あ
り
ま

す
。
四
苦
八
苦
し
て
描
い
た
時
は

下
手
で
も
続
け
て
良
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。｢

恥
を
か
き
な
さ
い

｣

と
言
わ
れ
、
尻
込
み
し
な
が
ら

投
稿
し
ま
し
た
。

　

墨
で
描
く
楽
し
さ
や
、
絵
か
ら

感
動
が
伝
わ
れ
ば
最
高
で
す
が

…
　

７
月
21
日
～
26
日
、
お
り
な
す

一
階
回
廊
で
八
女
市
合
同
水
墨

画
展
が
あ
り
、
先
生
方
と
四
サ
ー

ク
ル
全
員
出
品
の
予
定
で
す
。

　

教
室
へ
の
参
加
も
待
っ
て
い
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市販のパック（だしパック）

６月の道の駅たちばな

矢部川源流・杣の里の四季  �
フタリシズカ（二人静）[センリョウ科

　フタリシズカは能楽「二人静」の静御前
とその亡霊の舞姿にたとえたもの。ヒトリ
シズカと対を成す。釈迦・御前岳登山道の
藪影の暗い所に生育している。花期は 4 〜
6 月。花には花弁も萼もなく、3 個の雄し
べが丸く子房を抱いている。

黒木町　松尾　重根

八女筑後看護専門学校の卵　⑦

　今年は２年ぶりに准看護科、看護科の卒業生全
員がともに准看護師試験や看護師国家試験に合格
できました。試験は「ミズモノ」と言いますが、
病気になったり、その日の調子が良くなかったり
と運にも左右されます。２年間一生懸命に頑張っ
た成果が、僅か一日で決まるので試験とは怖いも
のです。全員合格は中々簡単にはいかないことで
すが、今年は教職員や受験者にとっても嬉しい春
を迎えることができました。
　学生は試験を受験し卒業していきますが、合格
発表までの約１か月は不安な日々を送ります。本
人たちの努力は勿論のこと、周りの支えあっての
ことですが、この日の喜びは経験した者でないと
わからないことです。さて、今年も准看護師、看

護師資格の取得を目指して 81 名の学生が入学し
てきました。迎える教職員も、「今年はどんな学
生なのか」楽しみで、学生を前にすると笑顔が
自然にこぼれます。新入生の年齢層は 10 代から
40 代と幅が広く、当然一人ひとりの経験値が違
い、思い思いに描く看護師像も様々です。
　准看護科では春から実習に出る数カ月の間、医
療職とはどんなものであるかの基本が求められる
時期でもあります。医療の現場では１分１秒を争
うこともありますから時間一つとっても早めの行
動、的確な行動は日頃から厳しく求められること
です。さらに性格や気性、人柄は患者さんに親し
まれる看護職として欠かせないものです。
　看護科では、准看護師の資格の上により専門的

　　　　　 なことが求められるので、学生の気合いも違います。
　何事も最初が肝心と言われますので、優しく接しようと
思っていても看護職に求められる姿勢や態度に関しては、厳
しくならざるを得ま
せん。毎年このよう
に し て、 准 看 護 師、
看護師としての土台
造りから始まります。
これが私たちのやり
がいであり楽しみな
のです。

副学校長　高治　智美

美味しい冷茶


